
学びの広場

●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する
皆さんを応援します
北秋田市教育委員会

　鷹巣地区の高齢者講座、高鷹大学の平成２１年度卒

業・閉講式が３月１６日、市文化会館で開催されました。 

　今年度の卒業生は、大学課程１６名、大学院課程１３

名。代表して神成武治さんに卒業証書が手渡されまし

た。また、年間を通じて、全体講座とクラブ活動を一

度も休まず参加した２１名の学生には皆勤賞が授与さ

れました。 

　卒業生を代表して答辞を述べた大学課程修了の奥山

源蔵さんは「大学院、研究生を目指して、まだまだ頑

張ります」と決意を新たにしました。 

　引き続き、秋田大学教育心理学講座の森和彦教授が

「心のサプリメント：今だからこそライフスキル！」

と題して、この後の２０年をよりよく生きるための能

力を高めることが大切だと講演し、学生たちは、メモ

をとりながら熱心に聞いていました。 

　平成２１年度中央公民館・鷹巣地区公民館「閉講の

つどい」が３月５日、中央公民館で開催され、受講生

１４０人が参加しました。 

　開会式では、近藤文廣実行委員長が「自然や地域の

歴史について見聞を広げる事ができ、仲間づくりにも

役立った。各講座の発表がとても楽しみ」などとあい

さつしました。 

　発表部門では中央公民館「グッドライフ講座」の村

上とし子さん、栄公民館「フラダンス講座」の佐藤ミ

チさん、綴子公民館「自然観察会」の佐藤ヤエさんが

今年度の講座を振り返って活動の様子や感想などを発

表しました。演示部門では、７講座の受講生が歌や踊

りなどを披露し、最後は七日市公民館講座講師の金新

佐久さんのピアノ伴奏で「早春譜」を合唱し１年間の

講座を締めくくりました。 

　「村上ファミリーコンサート」が３月２０日、浜辺

の音楽館で開催され、テノール歌手・村上敏明さんの

父・敏雄さん、母・悦子さん、兄・宣也さんによる本

格的な歌声で観客を魅了しました。 

 第１部は、「サンタ・ルチア」でファミリーならで

はの息のあった歌声で幕を開け、成田為三作曲の「か

なりや」や「すみれ」を披露したほか、悦子さんの恩

師でもある浜辺の歌音楽館終身名誉館長・後藤惣一郎

さん作曲の「から松」「雪のかたち」を後藤さんの指

揮で会場と一緒に歌いました。　　 

　２部では、為三作曲の「うらうらと」「秋田県民歌」

等を会場全員で歌ったほか、敏雄さんと宣也さんの親

子による「千の風になって」や本格的なオペラの曲で、

聴衆を魅了しました。　 
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仲
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２
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付
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４
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４
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付
　
４
月
１
日（
木
）〜
４
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